A 必 

「ご;主意ください」という;主意喚起をおします。 

S) な )® (§)(§) 

「〜しないでください」という禁止をおしまず。 

OC 

r 必ず実行してください」という強制を示します。 


A 警告 


この表示の欄ホ、「死亡ずる可能性または重症を負う可能性び想定される」 
内容でず。 


電源/電源コード 


〇 

なず與巧 

も 


電源プラグは、見える位置で、手び届く節囲のコンセン W こ 
接続ずる。 

万一の場合、電源フラグを容易に弓 I き巧くためです。 


〇 む臓ペースメーカーまたは除細動器などを装着している人 
か622 cmlU 上離して使巧ずる。 

ぺースメーカーに影響をちえ重大事故につなびる場合びあ D 
必ず S 巧 ます。 


下記の場合には、ずぐに電源を切り、電源プラグをコンセント 
か6巧く。 

異常なにおいや音びする。参煙び出る。 

巧部に水や異物が混入した。 

そのまま使巧すると、乂災や感電の原因になります。 

0 電源コードを傷ごけない。 

参重いちのを上に載せない。 

参ステープルで止めない。 • 加工をしない。 
m\t 参熱器具には近づけない。 • 無理な力を加えない。 

お線びむき出しのまま使用すると、义災や感電の原因にな D ます。 


0 


医療機関の屋巧など医療機おの近ぐで使用しない。 

電波び医療巧電気機器に影響をちえるおそれびあ D ます。 


使用上のを意 


〇 

巧ず実巧 

必ずま巧 


電源電圧 （1 00 V )で使用ずる。 

それかの電源電圧で使用すると、火災や感電の原因にな D ます。 


本機を完全に主電源か6切り離すためには、電源フラグをコ 
ンセントか6巧いて < ださい。 


設置 


径《巧化 

〇 

必ず S 巧 


雷び鳴りはじめた5、電源プラグには触れなし、。 

感電の原因にな0ます。 


本機を落としたり、本機び破損したりした場合には、必ず販売 
店に点検や修理を巧頼ずる。 

そのまま使用すると、义がや感電の原因にな0まず。 

本機の上には、巧溫•植木鉢•コップ•化粧品•塞品•□ウソクな 
どを置かない。 

♦水や異物が入ると、乂災や感電の原因となりまず。 

參接幽面が経年勁ヒを起こし、本傑の夕楷を損傷する原因とな 
ります。 

分解•改造は厳禁。キャビネットは絶対に開けない。 

义巧や感電の原因にな0ます。 

修理および調整は版売店にご依頼ください。 


G -2 N 本機を下記の場巧には設置しない。 

参浴室•台所•巧岸 •フ]^ 辺 
参雨や雪、水びかかるところ 
水め 石ま止 • 加湿器を過度にさかせた部屋 

7长の遲入によ0、义災や感電の原因になります。 

0 巧熱のため、本機を設置ずる際には： 

参巧やテープルクロスをかけない。 

参通気性の悪い巧いところへは巧し込まない。 

窝止 本機の内部に熱びこを D 、 火災の原因になります。 


手入れ 


〇 


電源プラグのゴミやほこりは、定期的に取り除く。 

ほこ0びたまったまま使用を続けると、フラグや金属部びシヨートし 
て火災や感電の原因にな0ます。 


0 


あおむけや横倒しには設置しなし、。 

故厚やけびの原因とな D ます。 


A ミち意 


この表示の欄は、 r 傷害を負ラ可能性または物の損害が発生ずる可能性び 
想定される」内容でず。 


電源/電源コード 


运 

プラグを$< 

(D 

めれ手 su ： 

S) 

a ず齡 

9 

0ず斯 

0 


〇 


他の電気敦品とはできるだけ離して設置する。 

本機はデジタル信号を扱います。 

他の電気製品に障害をあた元るおそれびあります。 


長期間使用しないときは、なず電源プラグをコンセントか6 
巧く。 

火がや感電の原因にな D まず。 

めれた手で電源プラグを巧さ是ししない。 

感電の原因にな D ます。 


電源フラグを巧くときは、電源コードをひっぱ6ない。 

コードび傷つを、义災や感電の原因になります。 


電源プラグは、コンセントに根元まで、確実に是し込む。 

差し込みび不十分のまま®用すると感電したり、フラグにほこりび 
巧積して発熱や乂がの原因になります。 

電源プラグを童し込んだとき、ゆるみがあるコンセントは使 
用しない。 

感電や発熱および义災の原因になりまず。 

付属の AC アダプターを博巧ずる。 

それし处がのちのを使巧すると乂災の原因となることびあ0まず。 


AC アダプターは 、なや巧団でおおった 0 、 つつんだりしない。 

熱びこもり、ケースび変型し、火がの原因となることびあります。 


使用上のを意 


尽 

〇 

0ず実巧 

C 


音び室んだ化態で長時間使用しない。 

スピーカーび発熱し、火災の原因にな D ます。 


環境温度び急激にを化したとを、本機に結露び発生ずること 
ぴあ〇まず。 

正 苗に動作しなしときは、電源を入れなしが態でしば日く放置し 
て < ださい。 

列部機器を接続ずる場合は、宮機器の取扱説明書をよ < 読 
み、説明に従って接続してください。 


移動するときは、本機の電源コードをがす。 

本機び 落下 や転倒して、けがの原因になりまず。 
コードび傷つを、火がや感電の原因にな0ます。 


手入れ 


設置 


〇 

必ずミ巧 

0 


0 


不ま定な場戸斤やお動ずる場巧には設置しない。 

本機び落下や商倒して、けびの原因になります。 


直射曰巧の当たる場所や温度び異常に高 < なる場巧(暖房 
機のそばや車内など)には設置しない。 

が装の変おや、内部回路への悪影響びをじて、乂災の原因にな 
ります。 


手入れをするときには、必ず電源プラグを巧く。 

感電の原因にな0ます。 


愛物厳禁 

ベンジン•シンナー•舍成洗剤等でか装をふかない。また接点 
復活剤を使用しない。 

列装び傷んだり、部品り嗯解ずることびあ D まず。 

柔らかし、布で乾なきするか、巧れびひどいときは、かを補こ含ま 
せ、よ < しぼつて拭を取って < ださい。 


ブラウン管を使用したディスプレイの近くでご使用になり万一色ムラや雑音などび生じるとさは、本機とディスプレイの 
距離を離してご使用 < ださい。 


無線に関ずるごミち意 

この製品の使用周波数帯では、電子レンジなどの産業•科学•医療用機器のほか、工場の製造ライン等で使巧されている移 
動体識別巧の構内無線局娩許を要する無線鼠および特定ル電力無線局娩許を要しない無線局)並びにアマチュア無 
線局(免許を要する無線局)び運巧されています。 

1この機器を使用する前に、近くで移動体識別巧の構内無線局巧び特定ル電力無線局並びにアマチュア無線局び運用 
されていないことを確認してください。 

2万一、この機器から移動体識別用の構内無線局に巧して有害な電波干渉の事例び発生した場合には、速やかに使用場 
所を変えるか、又は機器の運巧を停止價波の発射を停止)してください。 


本機の無線方式について 


本機ででさること 


• Made for iPhone/Made for iPod ♦ 

iPhone または iPod に入れた音楽データを"迫力の低音、低を、低ノイズ"で再生。 
iPhone または iPod の充電び手元ででさる、便利な充電磯能。 

• AirWired で簡単操作 ♦ 

トランスミッターに挿すだけで、いつも使っている iPhone や iPod びリモコンに。 

ワイヤレスで電源•音量•再生をコント□ール。 

電源やソース切曾などの操作は不要。 

• おまかせ三ックス ♦ 

iPhone または iPod と外部機器の2つを同時に再生。 

片方の音楽を BGM にするなど、楽しみかたはいろいろ。 

• インテリジェントボ IJ ユー ム • 

トランスミッターから iPhone または iPod を抜いても、;欠に挿したときには自動的に前回の音量で再生。 

突然の大音量を防止して <れる自動音量調整機能搭載。 

A#rW I red 「エアワイヤード」 「 Airwired 」 は、ヤマ八株式含社の商標です。 

iPhone™JPod™ iPhone 、 iPod、iPod classic . iPod nano . iPod touch は、米国およびその他の国々で 
登録されている Apple Inc . の商標でず。 

[Made for iPod」、「Made for iPhone 」 とは、それぞれ iPod または 
iPhone 専用に接続するよラ設計され、アップルび定める性能基準を満 
たしているとデべ□ッパーによって認定された電テアクセサ U —であるこ 
とを示します。 

アップルは、これ5の磯器操作または、ま全規制基準に関する一切の責任 
を負いません。 


はじめに 


■ 本紙について 

- か では知ってお<と便利な補足情報を記載しています。 

-ご注意 では本機を操作するときに留意すべき事項を記載しています。 

■ 付属品 

ご使用の前に、政下の付属品びすべてそろっていることをご確認 < ださい。 

名称に記載されている記号(包や©など)は、クイックマニュアルに記載されている記号を表しています。詳しくは 


クイックマニュアルをご5んください。 

AC アダプター(本体用 ）[©]. XI 

胃源〕ード脚 . XI 

ご注意 本術こ AC アダプターと電源〕ードをつないでか5、電源プラグをコンセントに差し込んでください。 

巧ンス S ッター脚 . XI 

充胃器脚 . XI 

AC アダプター(充電器用） [©]. XI 

ご注意 充電器に AC アダプターをつないでから、電源プラグをコンセントに差し込んでください。 

ステッカー(無線に関するご注意) ... XI 

取扱説明書(本紙) . XI 

クイックマニュアル . XI 


主な仕様 


対化 、 iPhone . iPhone、iPhone 3 G、iPhone 3 GS 

対応 iPod ..." . iPod (第已世代政降 ） JPod classic . iPod nano . iPod touch 

AUX 入力端テ ...3.5 mm ステレオ S ニジャック 

最大出力(日0、1 kHz 、 10 % THD ). 1日 W + ] 日 W 

電源電圧/周波数 . AC ] 00 V 、已曰/日0 Hz 

消費電力 ( iPhone / iPod / 外部機器未接続時の消費電力） 

PDX - W 61... 10 W (1 W 政下） 

YIT - W 1 1 TX / YIT - W 1 1 BC .... 4 W (0 .日 W 政下） 

通信可能距離 . 約20 m (妨害のないとき） 

AirWired 同時接続台数 ... 最大7台(場所や状況により異なります） 

AC アダプター 

本体用 ......... NU 40-81 已0266 -13 (DC ] 己 V 、 2.6 巨 A ) 

充電器用.… .............■■... MLn 2- G 05 Cn 00- A ] (DC 已 V 、] A ) 

外形寸法（幅 X 奥行を X 高さ) . 350 X 125 X 109 mm 

質量(本体のみ) ....... 1 .7 kg 


※本機は第4世代しソ前の iPod、iPod shufflejPod photojPod mini の無線接続には対応していません。外部機 
器として AUX に接続してください。 

※仕様、および外観は、改良のため予告なく変更することびあります。 


トランスミッターに表示されている「日 V === ].0 A 」 は、 iPhone または iPod を充電するときの定格表示です。 


本機を使用し口 Phone を充電している際、本機が Phone の電波に影響を剧ます場合びあります。通話時口ま、充電器 
から取りがしてご使用 <ださい。 

また地域によつ口ま、本機の電波と iPhone の電波びお互いに干渉する場合びあります。もし通話時に不具合を感じた際 
は JPhone をトランスミッターか5取りがしてご使巧ください。 


音楽を楽しむエチケット 

楽しし宿楽も時と場所によっては大変気になるものです。隣近所への配慮を十分にしましょう。静かな夜間口よルさな 
音でもよく通り、特にな音は床や壁などを伝わりやすく、思わめところに迷惑をかけてしまいます。適当な音量をむびけ、 
窓を閉めてご使用になるのを一つの方法です。音楽はみんなで楽しむをの、お互いにむを配り快適な生活環境を守りま 
しょラ。 


圖 iPod 0 iPhone 
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安全上のごミ主意 

ご使巧の前に、必ずこの r を全上のごま意」をよくお読み < ださい。 


ここに示したを意事項は、製品を安全に正しくご使用いただき、お客様や他の方々への危害や財産への損害を未然 
に防止するためのものです。/必ずお守りくださし、お読みになったあとは、保証書と共に使用される方びいつでも見 
られる所に必ず保管して < ださい。 

■ 記号表示に ついて 

この製品や取扱説明書に表示されている記号には、次のよラな意味びあります。 


2.4 GHz 帯を使用する無線設備 
変調方式はその他の方式 
想定干渉距離び40 m 政内 

全帯域を使用し、かつ移動体識別装置の帯域を回避可能 


2.4XX4 


著 J 

に5 
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- 
















































































各部の名称とはた 5 き 


名称に記載されてしぶ記号 （ 曰や回など)は、クイックマニュアルに記載されてし、る記号を表してしほず。詳しくは 
クイックマニュアルをご5んください。 

©トランスミッター (YIT-W 1 1 TX) A 擊 rWi red 

iPhone または iPod を接続します。接続することでノのーオンのが態になり、接続した機器を再生すると本体か6音 
び出ます。 

本機はトランスミッターから iPhone または iPod を外したときの音量を記憶しています。次に接続するとき口ま、記憶 
した音量で音び出まず。 

iPhone や iPod はいつでも接続したり、がしたりすることびできます。 

I ご注意]. iPhone または iPod に保護ケースを付けたまま無理こ接続すると、コネクターが破損ずる恐れびあり 
ますので、保護ケースをがして接続して < ださい。 

-トランスミッターは iPhone または iPod のバッテ U - で動作しまず。通常より村 Phone または iPod の 
ノ1[ッテ U —の消耗び早< な0まずので、こまめに充電して < ださい。 

ご iPhone で音楽を再生しているときに電話びかかってくると、自動的に一時停止しまず。通話を終了すると再 
開します。 

©巧電器 (YIT-W 1 1 BC) 

トランスミッターに接続した iPhone または iPod のバッテ U - を充電します。 

因グループセレクト 

本体およびトランス S ッターのグループを切り曾えます。無線接続を巧ラには、同じグループを選択してください。 
グループの切り醬えかたは、クイックマニュアルをご b んください。 

ご注意本機を使用するときはトランスミッターのグループを A に設定してください。封ま他の AirWi 怕 d 搭載 
機器と通信するときに使用します。 

:、お'- 同じグループを選択ずることで、1台のトランス S ッターで最大7台の AirWired 搭載機器と通信でさます。 

回 5 V= (AC アダプター) 

AC アダプター〔充電器用）を差し込みます。 

0 AUX 

外部機器を接続します。接続することでパワーオンの状態になり、接続した機器を再生すると本体か5音び出ます。 

み 列■部機器を接続するには3.已 mm ステレオミニプラグケーブルが必要です。市販のケーブルをご使用くだ 
さい。 

I ご汪意1 本機は AUX に3.日 mm ステレオミニプラグケーブルを接続すると、パワーオンになります。本機から 
外部機器を外す場合は、 AUX か5ケーブルを取り外して < ださい。 

因 15 V= (AC アダプター） 

AC アダプター〔本体用）を差し込みます。 

旦 I か/ I か) (音量） 

音量を調節します。 

ごぶこ-本機び記憶している音量び大きい場を、再生時に自動で音量を下げることびあります。 

- AC アダプターを列すと音量の記憶は消去され、次に接続するとさには、あらかじめ設定されている音量で音 
び出まず。 

-1台のトランスミッターで複数の AirWired 搭載機器と通信してし)る場をの音量調飾ま、政下のとおりでず。 

- iPhone または iPod で音量調節をずると、すべての AirWired 搭載機器の音量び上下します。 

- AirWired 搭載機器で音量調節をすると、その AirWired 搭載機器の音量だけび上下します。 

- Phone または iPod と列部機器を同時に再生している場合の音量調飾ま、し^下のとおりです。 

- iPhone または iPod で音量調節をずると、両方の音量び連動して上下します。 

-が部磯器で音量調節をすると、列•部機器の音量だけび上下します。 

H に D 表示 

iPhone または iPod 、 本機の状態を表します。 AUX に接続した機器の状態は表示されません。 

緑は正常時、赤は異常時令限界値を表すときに点灯、点滅します。 


本体 

トランスミッター 

状態 

緑 

ホ 

緑 

'ホ 

• 

〇 

• 

〇 

iPhone または iPod の接続び完了しています。 

来 

] 回 

— 

朱 

1回 

— 

音量を調節すると、操作ごとに1回点滅します。 

トランスミッターの LED は、本体で操作したときだけ点滅します。 

来 

〇 

朱 

— 

本機び iPh 加日または口 od を認証中です。 

〇 

〇 

〇 

〇 

iPhone または iPod の再生を停止して30秒政上経過しました。 

— 


— 

本 

1回 

無線接続時に、音量び最大または最ルです。 

トランスミッターの LED は、本体で操作したときだけ点滅します。 

来 

] 回 


— 

— 

AUX 接続時に、音量び最大または最ルです。 

— 

ネ- 

— 

朱 

iPod または iPhone のノ くッテ U —不足です。 

充電してください。 

• 

-来 

2砂 

— 

-来 

2砂 

本機に対応していない iPod び接続されています。 

対応 iPod については主な仕様をごらん < ださい。 

• 

ネ- 

— 

み 

本機び iPhone または iPod の認証に失敗しました。 

巧処方まについてはトラブルシューティングをごらんください。 

〇 

-来 

— 

— 

本体でなんらかのエラーび発生しています。 

巧処方翻こついてはトラブルシューティングをごらんください。 

— 

— 

〇 

本 

トランスミッターでなん5かのエラーび凳生しています。 

巧処方まにつしではトラブルシューティングをごらんください。 


•…点な…点滅〇…消打一…直前の表示を継続します 
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トラブルシューティング 


使用中に本機び正常に作動しなくなった場合は、まず下記をご確認ください。下記];*(外で異常び認められた場合や下 
記の対処を行っても正常に作動しない場台は、電源プラグをコンセントか b 巧いてか5、お買上げ店またはヤマノ V 修 
理ご相談センターまでお問いをわせ<ださい。 

無線接続に関するお問いをわせの隙は、本機のまわりで使用している無線機器の情報(ゾーカー、品番など)もあわ 
せてお知らせ < ださい。 


症が 

原因 

対処 

音が出ない。 

音量び最ルになっている。 

音量を調節してください。 

iPhone または iPod びトランスミッター 
にしっかり接続されていない。 

しっかり接続しなおして < ださい。 

外部機器びしっかり接続されてい 
ない。 

本体とケースレとをしっかり接続しな 
おして < ださい。 

ケースレと外部機器本体とをしっかり 
接続しなおしてください。 

iPhone にイヤホンび接続されている。 

iPhone からイヤホンをがしてくだ 
さい。 

トランス S ッターからの電波び金属や 
人体でさえぎられている。 

トランス S ッターの向をや位置、持ち 
かたを変えてください。 

周囲に 2.4 白 Hz 帯の電波を出す機器 
びある履子レンジや無線 LAN など)。 

本機をそれらの機器から離してご使用 
<ださい。 

本体とトランス S ッターび離れずぎ 
ている。 

本体とトランス S ッターを近づけてく 
ださい。 

iPhone または iPod のノ くッテリー残量 
びみない。 

iPhone または iPod のノ くッテ U- を巧 
電して < ださい。 

本体の電源び入っていない。 

冉 C アダプターを正しく接続しなおし 
て < ださい。 

本機び iPhone または iPod を認証中 
です。 

iPhone または iPad び認証されるまで 
お待ちください。 

本体とトランス S ッターで、異なるグ 
ループび選択されている。 

同じグループを選択してください。 

他の AirWired 搭載機器と通信して 
いる。 

本体とトランスミッターのグループを 
切り替えてください。 

音量び大をすざて保護回路び働いた。 

音量を下げてください。 

iPhone または iPod の音量を調節し 
てら、音量び変わらない。 

本機に対応していない iPod び接続さ 
れている。 

または、トランスミッターにしっかり接 
続されていない。 

本機に対応している iPod を接続して 
ください。 

または、しっかり接続しなおして < だ 
さい。 

iPhone または iPod をトランス S ッ 
ターから外してら、本体の LED 表示 
び消无ない。 

他の AirWired 搭載機器と通信して 
いる。 

本体とトランスミッターのグループを 
切り替えて < ださい。 

iPhone または iPod を接続していな 
いのに、突然音が出た。 

無線通信中に音が途切れる。 

無線通信で使巧している周波数にノ 
イスび発生すると、本機は使用されて 
いない別の周波数を探して切り替え 
まず。このとき、音び途切れることび 
あります。 

故障ではありません。頻繁に音び達切 
れる場合は、本体の設置場所を変えて 
ください。 （Wi-Fi ルーターなどから離 
して < ださい） 

ホのに D が点滅し続ける。 

iPhone または iPod の；くッテ U- 鶏量 
びみない。 

iPhone または iPad の；くッテリーを充 
電してください。 

iPhone または iPod び認証されてい 
ない。 

または、本体またはトランスミッターで 
なんらかのエラーび発生している。 

-しっかり接続しなおしてください。 

- iPhone または iPod を再起動してく 
ださい。 

- iPhone または iPod のファームウェ 
アを最新ノ (ージョンにアップグレード 
して < ださい。 

-本体とトランスミッターのグループ 
を切り替えてください。 

-電源プラグを揣さ、しばら<してから 
再度差し込んでください。 


お問い合わせ窓口 

ヤマ/ VAV 製品の機能や取り巧いに関するお巧い合わせ 

■ヤマ A お客様コ S ュニケーシヨンセンター 
オーディオ*ビジュアル機器ご相談窓 □ 

茫黨品レ〇已 70-01 1-808 

全国どこからでを市内通話料金でご利用いただけます。 

携帯電話、 PHS 、 IP 電話か 5 は下記番号におかけ < ださし、。 

TEL (053) 460-3409 

干 430-8 巨曰 0 静岡県お松市中区中お町 1 0-1 
受付：月一金曜曰 10:00 〜 1 往日 0 ± 曜日 10:00 〜 17:0 日 
( 日曜、祝曰およびセンター指定の休曰を除く） 

■ ヤマ/\オーディオ&ビジュアルヴポートページ 

お普様か 5 寄せられるよくあるご質問をまとめてお D まずので、ご養 
考にしてください。 

http :// www . yamaha . co . jp / product / av / support / 

ヤマ AAV 製品の修理、 ヴー ビス パーツに 閲する 
お問い合わせ 

■ ヤマ A 優理ごホ目談センター 

(ま;国#巧） 爲 0570 - 012-808 

全国どこからでを市内通話料金でご利用いただけまず。 

携帯題話、 PHS 、 IP 電話からは下記香号におかけください。 

TEL (053) 460-4830 

FAX (053) 463-1127 

受付：月〜金曜曰 9:00-1 8:00 ± 曜曰 9:00 〜 17:00 
( 日曜、ネ兄曰およびセンター指定の休曰を除く） 

核 巧品お持ち込み巧 □ 

受付；月〜金曜曰 9:00 〜 17;4 己 

(± 曜、日曜、祝曰およびセンター指定の休曰を除く） 

北海道〒 064-8 已 43 札幌市中巧区南 1 〇条西 1 T 目 1 -50 
ヤマ八センター巧 
FAX (011)512-6109 

首都圏〒 1 斗 3-00 日巨索を都大田区平和島 2T 目 1 -1 
京浜トラックターミナル巧 14 号棟 A- 己 F 
FAX (03) 日 762- 吕 12 已 

をち屋〒 4 已 4-00 已 8 おち屋市中 J 11 区迅 11 町 2T 目 1 -2 
ヤマハ ( 株 ) を古屋倉庫 3F 
FAX (0 已 2)6 已 2-0043 

大阪 〒己己 4-00 已 2 职田市広芝町 1 0-28 
才ーク江巧ビルディング 2F 
FAX (0 己 ) 己 330- 已已 3 已 

九州 干 81 2-8508 福岡市博多区博多駅前 2 了目 11 -4 
FAX (092)472-2137 

’ 名称、な巧、空話垂号、 URL などは変更になる場合げあります。 


保証とア フターヴー ビス 

サービスのご破頼、お問い合わせは、お買い上げ店、またはヤマ A 
修理ご相談たンターにご連絡ください。 

♦ な証期間 

お買い上げ曰から1年間です。 

♦ 保証期間中の修理 

保証書の記載の容に基づいて修理させていたださます。詳しくは 
保証書をご覧ください。 

• 保証期間が過ぎていると去 

修理によって磬品の機能び維持できる場合にはご要望により有料 
にて修理いたしまず。 

• 修理料金の仕組み 

技術料 故障した製品を正常に修復するための料金です。 

技術者の人件費、技術教育費、測定機器等設備養、 

一般管理費等び含まれています。 

部品巧 修理に使巧した部品代金です。その他修理に付帯する 

部な等を含む場合をあ D まず。 

おお料 製品のある場所へ技術者を派遣する場合の費用です。 

別途、駐車料金をいただ<場合びあります。 

• 補修用性能部品の最ほ巧有期間 

補修用性能部品の最低保有期間は、製造打ち切り後8年です。 

補修用性能部品とは、その製品の機能を維持するために必要な部 
品です。 

♦聲品のげ態は詳しく 

ヴービスをご依頼されるとさは製品の状態をでさるだけ詳しくお 
知 S せくだごい。また製品の品ま、製造番号などをあわせてお知 
らせください。 

&品番、製造番号は製品の背面をしくは底面に表示してあ D まず。 

• スピーカーの 修理 

スピーカーの 修理可能範囲は スピーカーユニッ トなど振動系と電 
気部品です。尚、修理はスピーカーユニット交換となりまず の 
で、エージングの差による音色の違いが出る攝合びありまず。 

♦ 摩耗部品の交換について 

本機には使用年月ととをに性能が劣化する摩耗部品。記参照)が使 
用ごれていまず。摩耗部品の劣化の進行度合は使巧環境や使用時 
間等によって大きく異なります。 

本機を末永くまをしてご愛用いただくためには、定期的に摩耗部 
品を交換されることをおずすめします。 

摩拜部品の交換は必ずお買い上げ店、またはヤマノ V 修理ご相談セ 
ンターへご相談くだごい。 


摩耗部品の一例 

ポ I 」ュームコント□-ル.スイッチ - U レー巧、接続端テ > ランスベルト、 
ピンチ□-ラー、磁気ヘッド、光ヘッド、モーター類など 


X このページは，を全にご使用いただくために AV 製品全般について記載して 
おります。 



ホ 年 ご巧用の製品の点巧を！ 


の 

愛情点検 

こんな症状はありませんか？ 

参電源コード-プラグび異常に熱い。 



ずぐに使巧を中止してください。 


• コゲくさい臭いびする。 

参電源コードに深いキズか変形びある。 

参製品に邮れるとピリピリと電気を感じる。 ^ 

参電源を入れてを正常に作動しない。 

参その他の異常.故障びある。 

事故防止のため電源プラグをコンセントか5掠を、 

必ず版売店に点検をご巧頼ください。 

广ょお、点検-修理に要する養用は販売店にご相談くださし、。 





でマ八株式舍社 


〒430 -8 日50おお巿中区中ミ尺町 10-1 






























































